
感
かん

謝
しゃ

の�気
き

持
も

ちを�

表
あらわ

すことを�楽
たの

しもう

あなたって、

気
き

が 利
き

くのね！

ありがとう！

本
ほん

当
とう

に 

 感
かん

謝
しゃ

してるよ！

いつでも 

 かんげいだよ！

 イエス様
さま

、

愛
あい

してます！

ワンワン！

君
きみ

は、

感
かん

謝
しゃ

することを 

楽
たの

しんでるかい？



　人
ひと

には 感
かん

謝
しゃ

というものが 必
ひつ

要
よう

だ。幸
しあわ

せで

いるために、だれもが 感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 

表
あらわ

してもらう 必
ひつ

要
よう

がある。その人
ひと

の 見
み

かけや

行
おこな

いや 外
がい

見
けん

が どうであれ、さらには 自
じ

分
ぶん

が

感
かん

謝
しゃ

を 必
ひつ

要
よう

だと みとめない 人
ひと

でも、

感
かん

謝
しゃ

されることを 必
ひつ

要
よう

としているんだよ。

　見
み

かけだけで 人
ひと

を 判
はん

断
だん

することは 

できない。だれが 感
かん

謝
しゃ

を 必
ひつ

要
よう

としていて、

だれが 感
かん

謝
しゃ

を 必
ひつ

要
よう

としていないか、君
きみ

には 

わからないからだ。それを 知
し

っているのは、

神
かみ

様
さま

だけだよ！　だけど、すべての 人
ひと

が、

感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 表
あらわ

してもらう 必
ひつ

要
よう

が 

あることは 確
たし

かだ。

　だれもが、自
じ

分
ぶん

は 大
たい

切
せつ

で 

必
ひつ

要
よう

とされていると 感
かん

じる 

必
ひつ

要
よう

がある。感
かん

謝
しゃ

を 示
しめ

されると、

人
ひと

は 愛
あい

されていると 感
かん

じる

ものなんだ。

やあ。

やあ。

こんにちは！

ステキな 

ブリーフ

 ケースだね！

いらっしゃい！

「人
ひと

は 外
がい

見
けん

を 

見
み

るが、わたしは 思
おも

いと 

心
こころ

を 見
み

るんだよ。」

（サムエル記
き

上
じょう

 

16:7より）

新
あたら

しい 友
とも

だち、

いらないのかしら。

彼
かれ

って、やけに 

 冷
つめ

たそうだなあ。

ほかの 

人
ひと

なんか 必
ひつ

要
よう

じゃ

ないんだろう。



ほとんどか 全
まった

く 感
かん

謝
しゃ

を 示
しめ

されないと、人
ひと

は だんだん、

自
じ

分
ぶん

が 愛
あい

されておらず、大
たい

切
せつ

でもないと 感
かん

じ始
はじ

めたりする。

お前
まえ

の 

ことなんか、だれも 

 好
す

きじゃないさ！

すると、否
ひ

定
てい

的
てき

になったり、落
お

ちこんだり、

人
ひと

と 比
くら

べ合
あ

ったり しやすくなるんだ。

感
かん

謝
しゃ

は、自
じ

分
ぶん

に 対
たい

する 否
ひ

定
てい

的
てき

な 

感
かん

情
じょう

を げきたいする。

ねえ、いっしょに

公
こう

園
えん

に 行
い

かない？

ありがとう！



心
こころ

からの 愛
あい

と 感
かん

謝
しゃ

は、魂
たましい

を 元
げん

気
き

に 育
そだ

ててくれる、水
みず

や 肥
ひ

料
りょう

のようだ。

いっしょに

バドミントン できて、

うれしいわ！ さそってくれて、

ありがとう！

やっぱり 

ぼくのこと、

気
き

に 入
い

って

 くれたんだ！

何
なに

かが 元
げん

気
き

に 育
そだ

つということは、じょうぶで 健
けん

康
こう

だということだよ！



　みんな、自
じ

分
ぶん

が 何
なん

らかの 面
めん

で 特
とく

別
べつ

だと 

感
かん

じるのが 好
す

きだ。友
とも

だちや 家
か

族
ぞく

など、

顔
かお

を 会
あ

わす 人
ひと

たちの 長
ちょう

所
しょ

や すぐれた 

点
てん

や、君
きみ

が 感
かん

心
しん

している ことを 積
せっ

極
きょく

的
てき

に 

感
かん

謝
しゃ

すれば、そう 感
かん

じさせてあげられるよ。

　周
まわ

りの 人
ひと

たちに 感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 

表
あらわ

す 時
じ

間
かん

を 割
さ

くと、君
きみ

も 幸
しあわ

せに 

感
かん

じる。イエス様
さま

の 愛
あい

を 周
まわ

りの 人
ひと

たちに 

示
しめ

すことで、イエス様
さま

に 従
したが

っていると 

知
し

っているからだ。感
かん

謝
しゃ

を 示
しめ

してもらった 

ほうも、愛
あい

され、必
ひつ

要
よう

とされていると 

感
かん

じるので、うれしくなるよ。

ママは すばらしい

 コックさんだね！

いつも おいしい 

 食
しょく

事
じ

を 作
つく

って

 くれるもの！

夕
ゆう

食
しょく

に 招
まね

いて

くださって、ありがとう  

 ございます。

どう

 いたしまして。



感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 表
あらわ

すのは、

その 気
き

分
ぶん

に なった 時
とき

に したら 

いいという ものではなく、

たえず、そうする 必
ひつ

要
よう

が 

あるんだ。周
まわ

りの 人
ひと

に 

感
かん

謝
しゃ

すれば するほど、それは 

もっと かんたんに なり、

しまいには、それは 

君
きみ

の 性
せい

格
かく

の 一
いち

部
ぶ

に 

なって くるんだ。

パパ、車
くるま

で

送
おく

ってくれて

 ありがとう。

デールさん、

公
こう

園
えん

に さそって

くださって、ありがとう

ございます。

どう

 いたしまして。



感
かん

謝
しゃ

には、最
さい

善
ぜん

を つくしたいと 人
ひと

に 思
おも

わせる 力
ちから

が ある！

たがいに 感
かん

謝
しゃ

し合
あ

うと、みんなが 何
なん

倍
ばい

も 幸
しあわ

せに なるだろう。

ローラ、みんなの

洗
せん

たく物
もの

を してくれて、

ありがとう。

どう 

  いたしまして。

 手
て

伝
つだ

ってくれて、

 ありがとう！



人
じん

生
せい

で いつも いちばん 

大
たい

切
せつ

なものは、愛
あい

だ。

そして、感
かん

謝
しゃ

も 愛
あい

の 

形
かたち

の 一
ひと

つなんだよ。

練
れん

習
しゅう

、

すごく

 良
よ

かったよ！

ショーの

ために

    祈
いの

ってるね！

ありがとう！

ぼくの 留
る

守
す

中
ちゅう

、

カメを 預
あず

かってくれて、

ありがとう。

世
せ

話
わ

するのが

楽
たの

しみだよ！



「もし あなたがたが おたがい同
どう

士
し

、

愛
あい

をもって 接
せっ

し合
あ

うなら、それによって、

あなたがたが わたしに 従
したが

う 者
もの

であることを、

すべての 人
ひと

が 知
し

るように なるでしょう。」

（ヨハネによる福
ふく

音
いん

書
しょ

 13:35より）

 その 調
ちょう

子
し

！　

いい プレーだよ！

ナイス・ショット！

 君
きみ

たちは、

仲
なか

間
ま

同
どう

士
し

 

やさしいんだね！

ぼくの 

友
とも

だちは そうじゃ 

ないなあ。

ありがとう！

どうしてかって 

言
い

うとね･･･



感
かん

謝
しゃ

は、ほかの 人
ひと

の 良
よ

い 部
ぶ

分
ぶん

を 見
み

る 助
たす

けに なる。心
こころ

から だれかを 感
かん

謝
しゃ

しているなら、

彼
かれ

らの おかしな 行
こう

動
どう

や、自
じ

分
ぶん

と ちがう 物
もの

事
ごと

の やり方
かた

などは、大
たい

した ことでは なくなる。

彼
かれ

らの すぐれた 面
めん

に 目
め

を 向
む

けているからだ。

オレンジジュースは

いかが？　わたしが

しぼったの！

ありがとう！　本
ほん

当
とう

に 

やさしいんだね！

ぼく自
じ

身
しん

は 果
か

肉
にく

が

入
はい

っていないほうが

好
す

きだけど、彼
かの

女
じょ

って すごく 

やさしくて 思
おも

いやりが 

あるよね！



だが、感
かん

謝
しゃ

が 足
た

りないと、ほかの 人
ひと

の まちがいが やたらと 目
め

に つきやすくなる。

ほかの 人
ひと

への 純
じゅん

粋
すい

な 愛
あい

と 感
かん

謝
しゃ

が ないと、小
ちい

さな 問
もん

題
だい

が もっと 目
め

立
だ

つからだ。

庭
にわ

そうじ、ジムと

いっしょに するはず

だったのにな。彼
かれ

は 

バスケに 夢
む

中
ちゅう

じゃ

ないか。

イエス様
さま

、ジムに

対
たい

して ひはん的
てき

に

ならず、前
まえ

向
む

きに 考
かんが

えて

あげられるよう、助
たす

けて

ください。



感
かん

謝
しゃ

は 他
た

の 人
ひと

の 上
うえ

に、前
まえ

向
む

きな 光
ひかり

を 投
な

げかける。

 ナイス・ショット！

じょうずに なって

きたね！

ありがとう！

今
こん

度
ど

は 君
きみ

が シュートして

ごらんよ。ぼくが 残
のこ

りの 仕
し

事
ごと

を 

片
かた

付
づ

けるから。



でも、それを しばしば 口
くち

に 出
だ

して 言
い

っているかい？

君
きみ

は、パパや 

ママや 家
か

族
ぞく

や 友
とも

だちを 

愛
あい

してるだろう？ みんな、夕
ゆう

食
しょく

を

気
き

に入
い

ってくれた

かしら？

ピザだわ！

ピザ、

大
だい

好
す

き！

ぼくの

好
す

きな 具
ぐ

が

のってるぞ！ おいしいなあ！



人
ひと

々
びと

は、自
じ

動
どう

的
てき

に 感
かん

謝
しゃ

されていると 知
し

ることは ない。

それを 耳
みみ

で 聞
き

かないとね！　愛
あい

していることや 感
かん

謝
しゃ

していることを 

人
ひと

に 伝
つた

える 機
き

会
かい

を のがしては いけないよ。

おいしい ピザを 

作
つく

ってくれて、

ありがとう！！！

やっと、

気
き

に入
い

ってくれたって、

わかったわ！



食
しょく

事
じ

を 作
つく

ってくれたり、何
なに

かの やり方
かた

を 教
おし

えてくれたりなど、目
め

に 見
み

えることに 対
たい

して 

感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 表
あらわ

すのは かんたんだよね。だけど、ほかの 人
ひと

への 気
き

配
くば

りや 思
おも

いやりなど、

もっと 深
ふか

いことについて 感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 表
あらわ

すことも、大
たい

切
せつ

なんだ。

ふう～ん。わたし、

アンティー・メルのこと、

あまり よく 知
し

らないなあ。

何
なに

か 特
とく

別
べつ

なことを 

 してあげたいんだけど。



何
なに

を 感
かん

謝
しゃ

したら いいか わかるように、ほかの 人
ひと

たちのことを、もっと よく 知
し

ることだ。彼
かれ

らは 何
なに

が 好
す

きで、

何
なに

が きらいだろう？　その人
ひと

にとって 大
たい

切
せつ

なものは 何
なん

だろう？　いちばん ありがたく 感
かん

じるのは、どんなことだろう？

いったん だれかのことが もっと よく わかるように なれば、心
こころ

から 感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 表
あらわ

すのも、もっと かんたんに なる。  

                                      感
かん

謝
しゃ

は 心
こころ

からの もので なくてはいけないからね。

アンティー・

メルのことを 話
はな

して

くれない？　何
なに

が 好
す

きで、

何
なに

が 好
す

きじゃないか

とか・・・。

そうねえ、わたしは

ほかの 人
ひと

たちのために 祈
いの

るのが 

楽
たの

しみだわ。･･･そうだ、編
あ

み物
もの

も 

大
だい

好
す

きよ。気
き

持
も

ちが とても 

落
お

ち着
つ

くもの。･･･ しば
らく
して
・・・

アンティーのために、

編
あ

み物
もの

道
どう

具
ぐ

を もらって

きたの！　いつも 楽
たの

しい 

夏
なつ

を 過
す

ごさせてくれて、

ありがとう！

まあ、

やさしいのね！

ありがとう！



友
とも

だちに、ほかの 人
ひと

から 聞
き

いた その人
ひと

についての 良
よ

いことを 伝
つた

える 習
しゅう

慣
かん

を つけなさい。

だれかが ある人
ひと

について 良
よ

いことを 言
い

っているのを 聞
き

いたら、それを その人
ひと

にも 

伝
つた

えるべきなんだ。その人
ひと

にとって、とても はげみに なるよ。

スティーブの

字
じ

を 見
み

て

ごらんよ。すごく 

じょうずだろ？

まぁ、きれいに 

書
か

けてるわね！



自
じ

分
ぶん

の 知
し

らないところで、自
じ

分
ぶん

について だれかが すてきなことを 言
い

っていたとか、

感
かん

謝
しゃ

されていたって わかると、何
なに

か とても 特
とく

別
べつ

なものを 感
かん

じるよね。その 小
ちい

さな はげましや 感
かん

謝
しゃ

が、

まさに その 人
ひと

の １日
にち

を 明
あか

るくするのに 必
ひつ

要
よう

な ものだったかもしれないんだ。

 ねぇ、スティーブ！

先
せん

生
せい

たちが、君
きみ

の 字
じ

が 

すごく きれいだって、

ほめちぎってたよ！ ホント？　それは

はげみに なるなぁ！
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わたしは 子
こ

どもたちに、

はげましの 賜
たま

物
もの

を 授
さず

けた。

感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 表
あらわ

すことも、

その 一
いち

部
ぶ

なんだよ。

おばあちゃんの

面
おも

白
しろ

い 話
はなし

、もう１
ひと

つ

話
はな

して！

はいはい。

宿
しゅく

題
だい

を

 手
て

伝
つだ

ってくれて

ありがとう、テリー。

君
きみ

から たくさん 

学
まな

ぶよ！
どう

いたしまして！
お帰
かえ

りなさい！

 大
おお

きくなったら、

お兄
にい

ちゃんみたいに

なりたいな！

パパ、買
か

い物
もの

に

 行
い

ってくれて、

 ありがとう！

おまえも

手
て

伝
つだ

ってくれて、

ありがとうよ！


